
開催日時：

開催場所： 大宮法科大学院大学OLSビル 2階講堂

講　　演： 「薬剤感受性検査の見方と考え方、そしてアンチバイオグラムの作り方」

総合評点
3.5

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）
29

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

1 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

69 49 1 0 1 3.6

　　　　　② 開催時間について

2 よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

48 64 6 0 2 3.4

アンケート提出数

98%

研修者数 アンケート回収率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県立医科大学　感染症センター

講師　笠原　敬　先生

第38回感染制御研修会参加者アンケート集計結果

2013年7月25日(木）18：30～21：00

1. 講演テーマについて

2.講演内容について
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3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

58 59 2 0 1 3.5

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

45 71 2 0 2 3.4

アンケート意見（29枚）
2.講演内容について

あまり日常使わない分野なのでやや理解できなかった 1
3.本研修会の印象について

時間が足りない 1
4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか

すぐには難しい 1
5．今後取り上げてほしいテーマ

C型肝炎 1
呼吸器感染 1
抗真菌薬全般 2
抗菌薬の各組織への移行性について 1
抗生剤適性使用の考え方 1
症例に沿った抗菌薬の使い方 1
抗菌薬の選択の実際について 1
合成抗菌薬の使い方 1
抗菌薬併用療法 1
多剤耐性菌の治療 1
各癌種の化学療法ガイドライン解説 1
小児、新生児科領域の薬物療法 1
最新のワクチン情報 1
クロストリジウムディフィシル 1
カルバペネム系抗菌薬 2
アンチバイオグラムの作り方 1
症例検討 2

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

3. 本研修会の印象について
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1
医療英語 1
ICT実動 1
今回と同じテーマ（複数回に分けてもいいと思う） 1

6.本研修会で気づいたこと・質問・希望

1
1

1

4

2
7時以降の開始にしてほしい 3

実際の業務に役立てたいと思った

アンチバイオグラムの作成についてもっと知りたかった

自分の勉強不足で理解が難しい所もあったが、もう一度きちんと学
ぶ必要があることを認識できたので参加してよかった。

1

1

笠原先生の話はとても分かりやすい

薬剤感受性検査にはいろいろ確認していかなければならない点が多
いことが分かった

感染の勉強会をもっとふやしてほしい

大変勉強になった。誰にも理解されない領域と考えてしまっていた
が、理解しやすく話してくれたので今後の励みになった

1

論文の書き方

会場が寒かった


